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鉱害復旧田に被覆尿素を用いた

水稲の施肥改善

福岡県農業総合試験場鉱害試験地

福岡県には明治以前から炭坑が始まっており大

小 300有余の鉱山があった。それ等の鉱山の石炭

採掘にともなう水田の地盤沈下面積は約 10，000ha

である。このような水田を昔の状態に戻すため，

鉱害復旧工事(農地の地上げ・区画整理・用排水

整備等〉が行われている。工事では表土扱いを行

うが，やせた下層土が作土に混入するのは避けら

れず地力が低下して，水稲の生育不良や収量の低

下をまねしこのため鉱害復旧田の施肥法では作

土が熟田化するまでの間，施肥効率を上げるため

基肥を中心に数回に分けて増肥することになって

いる。しかし鉱害地帯では兼業農家が多く，適切

な肥培管理ができず生育，収量が著しく低下して

いる。

水稲の生育，収量の改善策として，地力代替効

果を高める緩効性能の高い被覆尿素を基肥に併用

して，地力の低下を補なう基肥重点の施用法につ

いて検討を行ったので，その概要を紹介する。

1. 鉱害復旧田における現在の水稲施肥法

鉱害復旧田の施肥法は作土への下層土の混入状

況や心土に客入した土質等によって異なるが，福

岡県は概ね次のようになっている。

1)従来の心土を切盛L，表土扱いしたもの

は，初年度より基準量 (N，P205， K20)施肥とし

ている。

2)心土に山赤土などの肥沃でない土壌を客入

専門研究員 丘註
f五三 友田 正

し表土扱いしたものは，初年目は乾土効果により

窒素の発現がみられるので基準量でよいが， 2年

目以降は施肥量を10'""-'20%程度増肥する。

3)山赤土などの肥沃でない土壌を表土，心土

に使用したものは施肥量を以後30'""-'50%増肥し，

分施する。

しかしいづれの工法を採用しでも施肥量不足や

栽培管理が十分でない場合が多く生育，収量は一

般田に比べて低くなっている。

2. 鉱害復旧田における施肥改善

1 )試験の概要

鉱害試験地内の 1ぱ枠に心土(花こう岩質未耕

土〉を30cmの厚さにつめ，その上に表 1の表土に

下層土を 0，20， 50， 100 %の比率で混入したも

のを15cmの厚さにつめたものを設けた。試験区，
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表-1 供試土壌

.. 暗唱-司-ぜ司--司--噌・・4司・・4噌...... 司~咽~・・e・・~・・暗唱.俳自・・e弓呈テ - ー~~--~~----~.炉内-司.. 博司....... ・4喝圃~‘-司--司---司.. 司.蜘す叫・・-------司--弓ーヶー司-・司R・・"‘・~噌‘

性肥料に比べて施肥窒素の利用率と玄米の生産効

率が高く有効であった(図 1)。

(2) 作土への下層土混入と LPコートの効果

鉱害復旧田でほ地力が低い〈表 3)下層土が作

土に混入するため水稲の生育，収量に影響がみら

れる。そのような圃場にLPコートを地用するこ

とにより施肥回数を少なくできるとともに，緩効

性のため施肥窒素の利用率と玄米の生産効率を高

めることができた〈図 1)。

LPコート区は対照区に比べて葉色がやや濃

表-2 試験区及び施肥量 (Nkg/a) 

pH T-N T-C可給態リン酸 CEC 
土壌|土性 x

(H20) (%) (%) (mg/l00g) (me/l00g) 

表土 IHC 6.8 0.25 2.89 49.0 

下層土 IH C 7 . 6 0 . 06 O. 34 3 . 5 

23.1 

18.1 

区 下層土 基 月巴 中間追肥 穂Jl巴 実肥 合計量

名 混入率 (化成)(100日夕イプ)

戸す
% 。 0.6 0.2 0.4 1.2 

20 0.6 0.2 0.5 0.1 1.4 

50 0.6 0.4 0.6 0.1 1.7 
目白

100 0.6 0.5 0.7 0.2 2.0 

LP 。 0.4 0.4 0.2 1.0 

コ 20 0.4 0.6 0.2 1.2 

50 0.4 0.8 0.3 1.5 

ト 100 0.4 1.1 0.3 1.8 
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図-1 施肥窒素の利用率と玄米生産効率
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LPIOOIIタイフ。

図-2 生育期の乾物増加率
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写真一1 下層土100%混入区の水稲

数
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照

区
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コ
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区

く，乾物生産量が多いが，地力の低い区では初期

の乾物の増加は緩やかで，幼穂形成期頃から増加

が著しく，秋まさり的な生育を示した(図 2)。

LPコート 区では茎数の増加がやや緩慢である

が有効茎歩合が約10%高く，収量〈表 3，写真1，
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図-3 作土への下層土混入と玄米収量
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図3)では対照区に比べて 5'""-'10%高かった。

3. L P 100日夕イフ。を基肥に併用する場合の施

肥の目安

鉱害復旧田で基肥にLP 100日夕イ プを併用す

る場合は表4に示すよ うに圃場の可給態窒素の発

現量を測定し，地力の低下程度に応じて基肥にL

Pコート N : 2""'" 8 kg/10 aを併用し，速効性肥

料は基準量より 2"""'3割減肥する。
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表-3 収量指数及び作土の可給態窒素 まとめ

試験|足 対標準精玄米重指数

(間:の)
混入率 (61.1'f) (62年) (63年)

可給態窒素

(62年)

1. 鉱害復旧田にLPコートを

施用すると肥効が高く，窒素吸

収量が増えて，乾物重が重くな
;k.t 0% 100 

(59.4kg/a) 

!!侵 20 101 
50 104 

100 108 

LP 
(140 [iタイプ)。 102 

コ
20 104 

50 103 

100 123 

釦五
Q 56 

'宝，....主・
20 (8 

50 (0 
素

100 u 

100 100 

(66.3) (65.1) 

92 102 

99 103 

106 103 

(100日タイプ)

105 117 

109 107 

105 110 

108 105 

55 65 

50 65 

3( H 
1!} 25 

13.7mg 

11.8 

8.2 

2.1 

14.9 

11.5 

8.0 

3.6 

13.6 

10.8 

7.4 

0.7 

る。

2. 基肥にLPコートを併用す

る基肥重点の施用法では， LP 

コートが緩効性のため窒素の過

剰吸収はみられない。また中間

追肥や穂肥の 2回目を省くこと

ができるので省力的である。

※59-60irLt.データ省略

3. LPコートは尿素硫加燐安

に比べて施肥窒素の利用率と玄

米生産効率が高く，地力代替効

果が高いことが明らかになっ

7こ。

下層 ~Lの
混入率

0% 
20% 
50% 

100% 

事-4 施肥の目安

Jl~ 肥 枚、 肥

化成 LPコート NK化hX:
(100 EIタイプ)

kg/10a kg/10a kg/10a 
4.0 2.0 2.0 
J1 3.0 2.0 
J1 5.0-6.0 3.0 
J1 7.0-8.0 3.0 

同i!場のJ也))
(円安とする

T'f*f~態安京)

mg/100g 

13 
11 
7 
2 

4. 復旧田作土の可給態窒素の

発現量を測定することにより，

LPコートの施用量を決めるこ

とができる。

iU ①第三，*~けつれ質l:壌の場合は LPコートを 2 制税!支減ずる。

5. LPコートを基肥にN: 2 

'"'-' 8 kg/lOa併用する場合は基

肥の速効性肥料を 2'"'-'3割減肥

し，地力の低下程度に応じて L

Pコートの施用量を増加する。
②花こうれ'N(特に砂質)の場合li紫色をみて穂肥を加減する。
③アルカリ 1--壌の場介は化成を少なく、 LPコートをやや多くする.

。 。
チッソ旭の新肥料紹介

大作物の要求に合わせて肥料成分の溶け方を

調節できる画期的コーティンゲ肥料・

ロンゲ⑧<被覆燐硝安加里> L Pコート⑮<被覆尿素>
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